
【歴史】第４章「近世の日本と世界」（Ｐ８３～１２６）

基 本 的 な 学 習 内 容 ⑨

２年 氏名（ ）

【経済の成長と幕政改革 ①】 （教科書Ｐ１０８～１１３）

① 江戸時代になり、百姓たちは新たに田を多く ①

広げるようになった。これを何というか。

② 農業の生産性が向上する中で、広く使われる ②

ようになった農具を２つ挙げなさい。

③ 農業の生産性が向上する中で、新たに使用さ ③

れるようになった肥料を１つだけ挙げなさい。

④ 商品が流通するようになって開かれ ④
航路

た、日本海側を通り、東北地方と大

阪を結ぶ航路を何というか。

⑤ 太平洋側を通り、東北地方と江戸を ⑤
航路

結ぶ航路を何というか。

⑥ 陸路では、五街道がにぎわった。五街道をす ⑥

べて挙げなさい。



⑦ 商業や交通が発達し、特に三都が発展した。 ⑦

三都とは、江戸・大阪とあと１つはどこか。

⑧ ⑦のうち、江戸は政治の中心地であっ ⑧

たことから、別に何と呼ばれたか。

⑨ ⑦のうち、大阪は商業の中心地であっ ⑨

たことから、別に何と呼ばれたか。

⑩ 大阪に、各地からの年貢米や特産物を運びこ ⑩

むために置かれたものは何か。

⑪ 商業が発達する中で、営業の特権をもって大 ⑪

きな利益をあげるようになった同業者の組合

を、何というか。


